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すべての子どもにとって分かりやすいユニバーサルデザインの視点で学級
全体を支援し、見通しをもって安心して学び、生活できる環境づくりを行いま
す。その上で、特別な支援が必要な子どもに個別の支援を行います。 
これらを学校全体で共有し、取り組むことが重要です。 

高めよう！ 自己有用感！ 自己肯定感！    

学級全体を支援するユニバーサルデザイン 
「すべての子どもにとって分かり

やすいユニバーサルデザインの視
点で学級全体を支援」って大変そ
う。どうしたらいいのですか？ 

ユニバーサルデザイン化のコツの
３本柱、先生はきっと行っていますよ。
キーワードを挙げてみましょう。 

学習環境を整えましょう！（教室のルールを整えましょう） 

決まりやルールを「見える化（可視
化）」し、自治的で、子どもたちが安心
して過ごすことができる教室環境づくり
が大切です。 

１ ルールのある空間でみんなが快適に 
生活するための環境づくり 

２ 暗黙のルールなど、目に見えないもの 
を見えるように 

□ 基準が明確で分かりやすい学級ルールをつくる。 

□ 黒板や黒板周りにはその授業に関係するもののみ掲示する。 

□ 板書を構造化する。（チョークの色使いの統一、学習の流れを示すなど） 

□ 刺激になるものをカーテンや布で覆う。 

□ 予定を変更する場合は必ず予告する。（変更となった活動はいつ行うのかも伝える） 

第 1層 

第２層 

第３層 

・集団全体への指導（指導の工夫） 
   

・一斉指導中に行う個別の指導・支援の工夫 

・個別の指導の場で個別の支援の工夫 
・通級指導教室 等 
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すべての子どものよさや可能性を最大限に引き出すために 
～ユニバーサルデザインの視点から～ 

 
通常の学級にも学びや学校生活に困難さを感じながら過ごしている子どもたち
がいます。どうすればよいでしょうか？ 

ユニバーサル 
デザイン化の 
コツ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 得意なこと、興味・関心があることに注目する。 

□ よさや得意なことを生かし、人の役に立った、人に喜んでもらえた等の 

経験ができるようにする。 

□ 頑張りを認め、当たりまえのことを自然に行っている子どもへの称賛を 

忘れない。 

□ 子どもの実態や行動に応じた効果的な褒め方を探す。 

※ 他人への迷惑行為などには、毅然とした態度で接することが大切です。 

称賛し、認めましょう！（人的環境を整えましょう） 

１ 多様性を認めるかかわり 
２ 子どもたちの誤答をいかに価値付ける
か、間違いに共感できるか 
３ 子どもの「いいところ」が発揮されやす 
い環境づくり 

クラスに温かい雰囲気をつくることは、
「分からない、できない」と素直に言える環
境づくりにつながります。 

私が子ども一人一人のよさに気付き、「認めているよ」
「分かっているよ」という姿を見せることが大切なのですね。
「誤答の価値付け」も、「授業スタンダード」にありました。 
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□ 「大事なことを一度だけ言います。」など、子どもの注意を引きつけてから話す。 

□ 指示は短く、具体的に伝える。 

□ 重要なことは、板書する。 

□ 絵や図、文字などを用いて指示内容や順序を可視化し、見通しがもてる 

ようにする。 

□ 教師の視線、しぐさ、声の大きさやトーンを変化させるなど、子どもへ 

の伝わりやすさを考える。 

分かりやすく伝えましょう！（授業のユニバーサルデザイン化） 

１ 視覚化＝学習内容や考え方・資料等を 
図解や画像などの視覚情報として示す 
２ 焦点化＝学習目標や内容を絞り込んで 
授業展開の構造をシンプルにする 
３ 共有化＝話合い活動などで学ぶ内容を 
互いに共有して確実に定着させる 

「分かった・できた」を目指す授業デザ
イン。ふくしまの「授業スタンダード」にもあ
るいつもの授業ですね｡ 

「構造化された板書」「思考過程の可視化」
も「授業スタンダード」にありました。分かりやす
い発問や指示も大切なことと聞きました。見通
しがもてると安心して活動できますね。 

いつものかかわりや授業に「ユニバーサルデザイン化のコツ」をちょっと意識して取り組む 
ことで、今まで以上に子どもたちが見通しをもって、安心して学び、生活できるようになります。 
学級全体への支援と個別の支援をバランスよく行い、すべての子どものよさや可能性を 

引き出すことで、子ども一人一人の自己有用感、自己肯定感をよりよく育んでいきましょう！ 
 

ユニバーサル 
デザイン化の 
コツ 

ユニバーサル 
デザイン化の 
コツ 



文字が大きくて、見やすい

な！定規を当てているからど

こを読めばいいか分かりやす

くなった！ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

    

 

 
 
 
 
 
                         
 
 
 
 
 
 

教科書がうまく
読めないよ。 

学びの困難さに応じた指導の工夫！ 
 

学びにくさに応じた工夫にはどんなものがあるのでしょうか？ 
詳しく知りたいのですが、何か参考になるものはありますか？ 

小・中学校学習指導要領解説各教科編には、「１０の視点」で困難さ
を見取り、それに応じた指導内容や指導方法の工夫が示されています。 
 

Ｄさんは、一行とば
して読んでしまうこと
が多いな。どんな「困
難さ」があるのだろ
う？ 
【１０の視点】から
すると、①・⑨・⑩か
な？ 

Ｄさんは行を追って
読むことが難しいのか
な。工夫の意図・手立
てに書いてあるよう
に、教科書を拡大コピ
ーして、読む行に定規
を当てて読むようにし
てみよう！ 

◇ 困難さ【１０の視点】 

① 見えにくさ       ② 聞こえにくさ        ③ 道具の操作の困難さ   

④ 移動上の制約      ⑤ 健康面や安全面での制約   ⑥ 発音のしにくさ   

⑦ 心理的な不安定      ⑧ 人間関係形成の困難さ    ⑨ 読み書きや計算等の困難さ  

⑩ 注意の集中を持続することが苦手 

※この視点以外にも、様々な困難さが考えられることにも留意が必要です。 
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教科の配慮例（国語） 

● Ａさんは、授業中に集中が
途切れる。 
□ 座席の位置を工夫する。
（廊下側や窓側は避ける、支
援しやすい前列や見本になる
友達の近くにするなど） 
□ 活動の終わりを具体的に示
す。（何分、どこまでなど） 

● Ｃさんは、板書を書き取るの
に時間がかかる。 
□ ワークシートを活用して書く
内容を精選する。 
□ 書き取る時間を保障する。 
□ 特別支援教育支援員等がホワ
イトボードなどに書き写し、そ
れを見ながら書き取る。 
□ タブレット等で撮影する。 

～ 困難さに対する個別の支援 ～ 

● Ｂさんは、整理整頓が苦手
で、授業準備や課題への取組
が遅れる。 
□ 何をどこに置くのかを具体
的に決めて写真で示す。 
□ ケースにしまう、ファイル
に綴じるまでを活動にして、
学級全体で取り組む。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習内容の変更や学習活動の代替を安易に行わな
いで、指導や手立てを工夫していくことが大切です。 
特別支援教育センターＨＰ掲載の「コーディネート
ハンドブック」には、学習指導要領各教科解説編に対
応した具体的な実践事例が、教科ごとに示されてい
ます。 
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Ｅさんは、勝つまでや
りたいと言うことが多い
な。どんな「困難さ」が
あるのだろう？ 
【１０の視点】からす
ると、⑦・⑧かな？ 

Ｅさんは、どのように行
動したらいいのか分からな
いのかも。工夫の意図・手
立てに書いてあるように、
勝ったとき、負けたときの
表現方法をみんなで確認し
よう。そして、見通しがも
ちやすい簡易ゲームでよい
行動の成功体験をさせてみ
よう！ 

障がいのある児童生徒などへの配慮 
～学習指導要領編～ 

 
困難さに対する個別の支援内容については、「学習指導要領解説 自立活動編」などを参考に検討した上で、
「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」に盛り込みます。    
担当する先生方で共有、活用し、進級、進学時には適切に引き継ぐようにしましょう。「個別の教育支援計画」、
「個別の指導計画」の計画の様式や作り方は、特別支援教育センターＨＰ掲載の「コーディネートハンドブック」を参
考にしてください。 

 

（２）個別の教育支援計画の活用 
～いつ活用するのか？ 
   どうやって活用するのか？～ 

（１）個別の教育支援計画とは 
～なぜ、作成・活用するのか～ 

（１）個別の指導計画とは 
～なぜ、作成するのか、 
どう作成するのか～ 

（２）個別の指導計画の活用 
～いつ、活用するのか？ 
目的にあった計画の活用へ～ 

勝敗がかかると、
いつもモヤモヤ、イ
ライラしちゃう。 

みんなと同じように

やってみたら、先生に

も、友達にも褒められ

て、気持ちよくゲーム

に参加できた。 

教科の配慮例（体育） 

10 の視点で子ども
を見ることは参考にな
ります。だけど、障がい
や程度で対応は一律
ではありません。子ど
も一人一人の実態か
ら考えることが大切な
のですね。 










































